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安を高めること（Zeman, Shipman, & Suveg，2002），
感情を認識する能力は 1年後の心理的健康を予測



































方  法 
 
調査協力者 
 中部地方の地方都市部の公立中学校 2校の 1―3
年生 360名（男子 190名，女子 170名），公立高校
2校の 1―2年生 262名（男子 113名，女子 149名）
に協力を依頼した。このうち，回答拒否や記入ミ
スを除く中学生 335名（男子 178名，女子 157名）


























ごとの 1因子構造（同一の 6項目，1―4点の 4件
法）となっている。 

























統計解析には統計ソフト R3.6.2（R Core Team，
2019）と psych パッケージ（Revelle，2019）およ







































怒り否定では CFA=.915，RMSEA＝ .116 [90％
Cl：.085-.150]，SRMR=.056 であり，不安否定では
































































































男子 女子 男子 女子 F値 (自由度) η2
(n= 178) (n=157) (n=108) (n=142)
11.67 13.27 11.16 13.41 学校段階 0.34 (1/581) .00
(4.11) (3.77) (3.94) (3.82) 性別 34.15 (1/581) ** .06
交互作用 0.98 (1/581) .00
12.26 14.32 12.44 14.01 学校段階 0.04 (1/581) .00
(4.51) (4.15) (4.21) (3.58) 性別 27.21 (1/581) ** .04
交互作用 0.48 (1/581) .00





項目 因子負荷量 共通性 M SD
怒りを感じるのは、いやなものだと思う .83 .70 2.32 0.98
怒りを感じるのは、つらいものだと思う .71 .51 2.27 0.97
怒りとは、感じてはいけないものだと思う .64 .41 1.64 0.78
怒りを感じていることを、表に出してはいけないと思う .62 .38 2.35 0.93
怒りを感じるのは、こわいものだと思う .59 .35 1.82 0.83
怒りを感じることが、なくなってしまえばいいと思う .58 .34 2.04 1.00
注）MとSDは全サンプルデータから算出している
Table 1 怒り否定の探索的因子分析結果
項目 因子負荷量 共通性 M SD
不安を感じるのは、いやなものだと思う .85 .72 2.45 1.02
不安を感じるのは、つらいものだと思う .77 .59 2.56 1.04
不安を感じるのは、こわいものだと思う .73 .54 2.26 0.99
不安を感じることが、なくなってしまえばいいと思う .66 .44 2.30 1.06
不安とは、感じてはいけないものだと思う .53 .28 1.66 0.74
不安を感じていることを、表に出してはいけないと思う .42 .17 2.04 0.91
注）MとSDは全サンプルデータから算出している
Table 2 不安否定の探索的因子分析結果
1 2 3 4 5 6 M SD


















― .00 -.02 .01 12.53 3.08
4 積極的対処 .00 -.12 .20
*
― .15 .08 15.76 3.62










M 34.20 11.62 13.59 15.09 11.67 12.26
SD 8.78 4.43 4.64 4.22 4.11 4.51
Table 4 中学生における各下位尺度の基礎統計と相関係数
注）対角線左下が男子(n =178)、右上が女子(n =157)。 * p＜.05


















































































⊿ R 2 β ⊿ R 2 β ⊿ R 2 β ⊿ R 2 β
ステップ1 .01 .00 .03 .04
怒り否定 -.11 -.04 .04 -.21
不安否定 .13 .04 .15 .25 *
ステップ2 .03 * .00 .00 .01
交互作用項 .16 * .06 .00 .03
Total R
2 .04 .01 .03 .04
ステップ1 .01 .02 .02 .04
怒り否定 -.07 -.13 .08 -.10
不安否定 -.04 .15 .06 .24 *
ステップ2 .04 * .04 * .00 .00







ステップ1 .02 .00 .01 .04 *
怒り否定 -.13 -.04 -.07 -.02
不安否定 .14 .04 .13 .22 *
ステップ2 .06 * .01 .01 .01






ステップ1 .05 * .02 .09 * .01
怒り否定 .14 .15 .29 * .07
不安否定 .12 -.01 .03 .00
ステップ2 .00 .03 * .00 .06 *





















男子 (n＝178) 女子 (n＝157) 男子 (n＝108) 女子 (n＝142)
1 2 3 4 5 6 M SD


















― .00 .13 .21
*
12.82 2.34
4 積極的対処 -.11 -.21
*
.03 ― .07 .04 15.53 3.17










M 32.15 11.31 12.56 15.33 11.16 12.44
SD 7.64 3.25 3.12 3.58 3.94 4.21
Table 5 高校生における各下位尺度の基礎統計と相関係数
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